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Creative city policy has spread across the country. The Artist-In-Residence program 
is expected to contribute to the promotion of this policy. The Artist-In-Residence 
program can bring creative outsiders to the city. However, the evaluation system has 
not been developed, which poses a problem. Therefore, the purpose of this paper is to 
develop an evaluation system for the Artist-In-Residence program as a creative city 
policy. 
In this paper, Hamamatsu city is considered as an example. First, this paper 
summarized the characteristics of Hamamatsu city as an industrial city and identified 
issues in cultural policy. The significance of the Artist-In-Residence program was 
confirmed. Next, after construction of a logic model and indices, an evaluation trial was 
actually performed using the Artist-In-Residence program at Kamoe Art Center in 
Hamamatsu city. In the trial, we combined a quantitative survey based on application 
materials and a qualitative survey of interviews with people related to the project. 
Furthermore, from the results of a trial, we interviewed the site operator and 
Hamamatsu city officials about the effectiveness and operability of the evaluation 
system. The evaluation system was improved so that it would be suitable for actual 
operation. 
In this paper, I developed a system for evaluating the Artist-In-Residence program 
as a creative city policy from these surveys and analysis. The feature of this evaluation 
system is that the same index is verified from multiple viewpoints. This evaluation 
system has realized the evaluation of the results of program management, such as 
public relations work. This evaluation system also made it possible to verify the effects 
of creative staff on the arts and culture, such as improving the skills of staff and the 
potential of project sites. The evaluation system developed in this paper is a system for 
evaluation of program management based on on-site operation and contributes the most 
to on-site PDCA. In the medium to long term, it may affect policy. 
 






























においては 1981 年の第二次総合計画で初めて「音楽のまちづくり」が掲げられ、2000 年
に旧浜松市として最初の文化振興ビジョンが策定された。その後、創造都市・浜松を目指











1 2019 年 5 月 23 日時点で自治体以外の団体も 42 団体参加している。 
2 第 2 章第１節で詳細を述べているため、本稿 p.13 を参照されたい。 
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 
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第1章 先行研究・事例の整理 
第 1 節 創造都市論の系譜とわが国における実践 
 自動車を中心に考えられたアメリカの近代都市計画に対して批判の立場を取ったジェイ













ロリダは地域の経済成長には 3 つの T(技術(technology)、才能(talent)、寛容性








 わが国でも 2000 年代より創造都市論が急速に普及してゆき、札幌市、横浜市、浜松市、
金沢市、北九州市など多くの自治体が創造都市を掲げて取り組みを行なってきた。佐々木
 




















ユネスコ創造都市ネットワークに加盟認定を受ける自治体もあり、2019 年 10 月 30 日に認




























































金が関わっている。文化庁による支援は 1997 年から開始しており、2011 年度より実施さ
れている「文化芸術の海外発信拠点形成事業(アーティスト・イン・レジデンス事業)」は








11 本部をオランダ・アムステルダムに置いている。2019 年 2 月 6 日(水)〜8 日(金)に京都芸術センターでレザ
ルティス(Res Artis)の国際会議が開催された。 












































14 AIR とは「アーティスト・イン・レジデンス(Artist-In-Residence)」の頭文字をとった略である。 
静岡文化芸術大学大学院 
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第 3 節 わが国における文化芸術事業に対する評価の研究と実践の変遷 
 1990 年代末頃からわが国自治体において評価制度の導入が普及し始めた。田中(2014)は
自治体における評価の主要な普及促進要因を①行政改革の必要性15、②国からの圧力16、③

































18 New Public Management(新公共管理または新公共経営)は「小さい政府」を志向し、競争原理の導入や民間
企業の経営理念と手法を取り入れる動きのことである。また、NPM では事後的な評価活動の実施が強調され、


















































































20 第 2 章第１節で詳細を述べているため、本稿 p.13 を参照されたい。 
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 
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第 2 章 浜松市における創造都市政策 
第 1 節 「音楽の都」創造都市政策の変遷 
 浜松市は人口 802,886 人21を抱える政令指定都市である。また、同市は繊維・楽器・輸送
機械を三大基幹産業とした工業都市でもある。高度経済成長の波に乗って発展を遂げて、
世界に誇る大企業の本社や工場が多く立地しているのが特徴である。経済産業省による平
成 30 年度工業統計調査によれば、浜松市の製造品出荷額等の項目は 1,950,092 百万円と
なっている。表 2-1 はユネスコ創造都市ネットワークに加盟している国内都市の製造業就
業者数をまとめたものである。これを元に表 2-2 では 15 歳以上就業者総数 1000 人あたり








 1981 年の第 2 次浜松市総合計画新基本方針において初めて「音楽のまちづくり」が掲げ

















21 2019 年 11 月 1 日現在：住民基本台帳による。 
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松市ならではのソフト事業という面では力が弱い。表 2-3 は国勢調査(2015)を元に 20 の
政令指定都市における芸術家24の数をまとめた表である。音楽文化の振興を掲げる浜松市
において職業分類「23 音楽家、舞台芸術家」の数が非常に少ない様子が読み取れる。また、
15 歳以上の就業者数 1 万人あたりの芸術家の数をランキング化して表 2-4 にまとめた。20
の政令指定都市の中で就業者数 1 万人あたりの芸術家の数は 19 位であり、浜松市が抱え
る芸術家の数は他の政令指定都市に比べて少ない状態にあることが分かる。このように市
 


























イン・レジデンス事業の実施」の 2 項目について詳しく論じていきたい。 
 
第 2 節 多様性を受け入れ創造性を高めるアートセンターという場の活用 
2-2-1.浜松市鴨江アートセンター 
 浜松市鴨江アートセンターは 1928 年(昭和 3 年)に建築された浜松警察署庁舎を活用し
て設立された文化施設である。浜松駅から徒歩 10 分程の浜松市中区鴨江町 1 番地に位置
し、文化振興ビジョンに掲げられた創造拠点地区「浜松駅から旧浜松銀行協会に至るエリ
ア」内に立地する。鉄筋コンクリート造地上 3 階建ての建物で、延床面積は 1,334,68 ㎡と
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ティ」2019 年 4 月実施)や浜松市主催の音楽イベント(イベント名「サウンドデザインファ











































後期に分け、それぞれの期ごと 4 組、年間合計 8 組のアーティスト・クリエーターがレジ
デンスアーティストとして採択される。選考委員29によって構成された審査を経て採択さ
れたアーティスト・クリエーターは同施設 2 階の広さ 20 ㎡の制作室を 1 部屋ずつ提供さ





29 同施設の館長、副館長と、アーティスト・イン・レジデンス事業運営経験のある東京藝術大学教授の 3 名に
よって構成されている(2020 年度の募集について)。 
30 制作費に限り上限 2 万円の補助が出される。「鴨江アートセンター アーティスト・イン・レジデンス賞」
に採択された年間 1 組のアーティスト・クリエイターは発表費用として上限 7 万円の補助がなされる。 
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 










もとに公募を実施し、現在までの招聘アーティスト・クリエーターは延べ 47 組となる31。 
同施設においては現状復帰を前提として壁に描くことが可能であったり、飲食が可能な
ことからカフェスペースを展開することができたり、非常に自由度の高い制作や活動がで























31 2014 年度から 2019 年度までの組数。年間合計 8 組のアーティストを招聘しているが、2016 年度に通年で採
択されたアーティストがいたため 47 組となっている。この中には外国籍のアーティスト 2 組も含まれる。 
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 
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第 3 章 評価システムの構築 
第１節 研究方法と研究の流れ 

































を作ったりする場である。2018 年 12 月 11 日(火)、12 日(水)に滋賀県立陶芸の森で開催され、筆者はオブザ








































































































































第 3 節 評価システムの妥当性の検証と改善 
3-3-1.試行結果を元にしたインタビュー調査(浜松市・事業実施主体) 























40 インタビュー対象とした「担当職員」や「地元クリエイティブ人材」の位置付けについては第 3 章第 2 節
3-2-1 で詳細を述べているため、本稿 pp.20-21 を参照されたい。 
41 浜松市鴨江アートセンターの所管課は浜松市市民部 創造都市・文化振興課である。 
静岡文化芸術大学大学院 
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第 1 節 定量的調査─アーティスト・イン・レジデンス応募資料等をもとにした文献調査 









で 6 年目となっており、応募数は計 117 件42である。年度ごとの応募数は初年度を除き 2015






 図 4-2-①は応募者 2014 年度から 2019 年度までの応募者の年齢層を示している。ここで
の調査は、応募者の年齢的多様性が実現しているかを測る。 
浜松市鴨江アートセンターにおけるアーティスト・イン・レジデンスは公募に際して年
齢制限を設けていない。そのため、20 代から 30 代の若手と 40 代の中堅がほとんどの割合







































































































ら 60 代以上まで幅広く、採択されたアーティスト・クリエイターは 30 代を中心とする 10
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  浜松市鴨江アートセンターにおけるアーティスト・イン・レジデンス事業の担当職員 2
名に対してインタビュー調査を実施した結果は資料 E-1 にまとめている。 











44 それぞれ浜松市鴨江アートセンターに勤務して 5 年目と 2 年目の職員である(2019 年 8 月インタビュー時の
経歴)。 































































































  2018 年度後期レジデンスアーティスト 4 名と 2019 年度レジデンスアーティスト 4 名、
計 8 名に対してインタビュー調査を実施した。対象となる 8 名の年齢層は 20 代から 60 代
であり、居住地について市内在住者は 5 名、市外(県内)在住者は 1 名、市外(県外)在住者





















51 県外在住者 2 名のうち 1 名は隣県のため自宅から通い、1 名は浜松市内に住まいを得て期間中移住。 
52 2018 年度後期レジデンスアーティストの山本氏はレジデンス終了後、平成 31 年度浜松市創造都市推進事業
補助金を獲得し作品のさらなる発展を試みている。 
53 同施設における本の閲覧コーナーで公開されており、希望者には 1 人 1 冊配布している。 
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 






































が 1 名いた。 
静岡文化芸術大学大学院 
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4-2-3.地元クリエイティブ人材に対するインタビュー調査 
 ここでは、浜松市内在住アーティスト 4 名とものづくりを行っている地元クリエイティ
ブ人材(以下、ものづくり人材)5 名58に対してインタビュー調査を実施した(表 3-1-④)。




そのため、今回インタビュー対象としたレジデンスアーティスト 8 名(2018 年度後期 4 名
と 2019 年度前期 4 名)よりも前の参加者についてのエピソードや毎年の事業に対する印象
などを聞き取ることができた。また、同施設のロビーを活用して仕事のミーティングを行
うなど、アーティストの活動の場としてアートセンターが実際に活用されていることが分

































































60 本稿 p.6 で「弱い絆」について説明しているため、そちらを参照されたい。 
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 














































 インタビュー調査を通して事業の PDCA サイクルを回すためのインプットへの示唆とい









































































































る企画が 2020 年 1 月に 2 つ予定されている(2019 年 12 月現在)。 
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第 5 章 評価システムの妥当性の検証結果 







第 1 節 試行結果をもとにしたインタビュー調査─対象：事業運営者 
































































































































・評価の目的    現場における事業評価 
・評価の位置付け  基本的に現場の事業マネジメントに活用し、評価の継続によって創 
造都市政策への効果を測り、中長期的には政策に影響を与える 
・評価のための人材 担当職員(補助的に非常勤職員など) 
・調査       応募資料の分析(定量的調査/年度ごと) 
          担当職員による自己評価シート(定性的調査/年度ごと) 
          レジデンスアーティストに対する聞き取り調査 
(質問紙ベース/定性的調査/滞在終了時) 
・評価(点数化)      調査結果を点数化しレーダーチャートに示す 





64 評価システム運用イメージは図 5-1 に示している。 
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札幌市 844,313 52,933 63 
旭川市 152,385 12,049 79 
⼭形市 121,849 15,383 126 
鶴岡市 64,816 12,618 195 
⾦沢市 226,800 29,338 129 
浜松市 401,729 105,696 263 
名古屋市 1,088,005 175,725 162 
神⼾市 659,182 89,447 136 
篠⼭市 21,329 4,415 207 







1 浜松市 263 
2 篠⼭市 207 
3 鶴岡市 195 
4 名古屋市 162 
5 神⼾市 136 
6 ⾦沢市 129 
7 ⼭形市 126 
8 旭川市 79 
9 札幌市 63 
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札幌市 1,670 4,570 1,030 7,270 
仙台市 720 2,330 510 3560 
さいたま
市 
1,500 3,750 900 6,150 
千葉市 920 2,190 430 3540 
横浜市 5,430 12,930 3,910 22,270 
川崎市 2390 7,090 3,370 12,850 
相模原市 470 2,090 300 2,860 
新潟市 610 1,720 210 2540 
静岡市 430 1,790 350 2,570 
浜松市 280 1,710 80 2070 
名古屋市 1,640 6,550 1,520 9,710 
京都市 1,480 5,910 770 8,160 
⼤阪市 2,020 9,600 2,050 13,670 
堺市 300 1,790 230 2,320 
神⼾市 1,000 3,870 750 5,620 
岡⼭市 530 1,600 380 2,510 
広島市 940 2,540 790 4,270 
北九州市 280 1,170 240 1,690 
福岡市 1,420 5,170 1,190 7,780 
熊本市 530 1,350 230 2,110 
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(表 2-4)政令指定都市別の芸術家の数ランキング 
順位  都市 
15 歳以上就業者数 1 万⼈あ
たりの芸術家の数 
1 川崎市 190 
2 横浜市 133 
3 京都市 123 
4 ⼤阪市 122 
5 福岡市 116 
6 さいたま市 105 
7 名古屋市 89 
8 相模原市 88 
9 札幌市 86 
10 神⼾市 85 
11 千葉市 82 
12 広島市 75 
13 仙台市 74 
14 岡⼭市 74 
15 静岡市 73 
16 新潟市 65 
17 堺市 63 
18 熊本市 62 
19 浜松市 52 
20 北九州市 41 
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第 3 章 
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静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 
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(表 4-1)浜松市鴨江アートセンターのアーティスト・イン・レジデンス応募者の国籍 
  2014 年度 2015 年度 2016 年度 2017 年度 2018 年度 2019 年度 
⽇本国籍
(⼈) 
23 15 17 19 25 12 






























 HP SNS  	 
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 
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終章 
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資料 






















アーティスト・ステートメントを書いてください　(400字以内)　Your artist statement (not more than 200 words)
氏名　(グループの場合はグループの代表者名)　フリガナ
Name (for a group, give a name of a group and its representative)
現住所  Contact Address
どこでこの募集を知りましたか？　Where did you first hear about this artist-in-residence program?
生年月日 年 日
Birth date year day
国籍 職業
Nationality Occupation 応募理由を書いてください　(400字以内)
Please state specific reasons why you need to apply for this artist-in-residence program. (not more than 200 words)
アーティスト名/所属団体/グループ名  Name as a artist/Institute/group/Company
ジャンル
Field of Art
経歴　(学歴・職歴・主な作品・活動歴・受賞歴・レジデンス制作歴などを記入してください) 制作室利用を希望する期間　Please check your intended period of stay
□5～8月 □11～2月 □どちらでもよい
   From May to August    From November to February    Either is fine
制作室利用日数の目安  Please check how many days a week you can stay.
□毎日 □週に5日くらい □週に3日以下
  Everyday    About five days  a week   a couple of days a week
成果発表の形式を下記から選んでください　(複数選択可)
Please check a form of an achievement presentation. (multiple answers allowed)
□ワークショップ  workshop □展示  exhibition □その他  others ( )
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(資料 D)インタビュー調査協力者一覧 筆者作成 



















































































































































































































同時に 4 ⼈のマネジメントをするということ→管理⼒、気回し 
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 































































































Ⅰ-1.年齢 20 代から 60 代の男⼥ 8 名 
Ⅰ-2.国籍・普段の居住
地/普段の制作拠点 
・浜松在住者 5 名 
・県内在住者 1 名 










































・これまでレジデンスの経験がないという回答者 5 名 
・レジデンスの経験があるという回答者 2 名(うち 1 ⼈は同施
設レジデンスの 2 回⽬の参加者) 
・レジデンスのような⻑期のものではないが展覧会に伴う滞
在制作の経験があるいう回答者 1 名 
(資料 E-2)レジデンスアーティストに対するインタビュー調査結果 筆者作成 
静岡文化芸術大学大学院 
文化政策研究科 


























































































































































































アーティスト 20 代から 30 代の男⼥ 4 名 
ものづくり⼈
材 









































































































































「聞いたことはある」という回答 4 名。1 名は関連書
籍を読んだことがあると回答。施策による活動の充実
感はあまりないという回答もあった。 
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Ⅳレジデンスアーティストをはじめとする地域外のクリエイティブ⼈材とのつながり 
調査項⽬ 回答 
Ⅳ-1.レジデンスアーテ
ィストとのネットワー
クはできたか 
アーティスト 
・2018 年度前期レジデンスの参加作家に依頼されて作
品の額作りをした。過去のレジデンスアーティスト
(2017 年度のレジデンスアーティスト)の作品が印象に
残っていて、その後⾃分が参加したアートプロジェク
トに偶然その作家が来訪し、そこでの会話でアートセ
ンターのアーティスト・イン・レジデンスのことと繋
がった経験がある。 
・SNS で繋がるなど(それ以上の交流にはまだ発展して
ない)。かつてレジデンスアーティストが⾃分のアルバ
イト先が運営しているシェアハウスに滞在していてそ
こで知り合ったという経験もある。 
・レジデンスきっかけに新たに知った浜松のアーティ
ストやクリエイターが何⼈かいる。 
・これまでレジデンスをきっかけに新しく知る⼈もい
た。2019 前期のレジデンスアーティストの村上さんを
誘ってワークショップを実施した。 
ものづくり⼈
材 
ネットワークができるほどの交流はしていない。 
Ⅳ-2.レジデンスアーテ
ィストを介して地域外
の他のクリエイティブ
⼈材とつながったこと
はあるか 
アーティスト ない 
ものづくり⼈
材 
ない 
Ⅴ地元クリエイティブ⼈材がレジデンスアーティストから受ける刺激 
調査項⽬ 回答 
Ⅴ-1.レジデンスアーテ
ィストの制作プロセ
ス、発表、交流を通じ
てどのような刺激を得
たか 
アーティスト 
すべての回答者に共通してレジデンスアーティストか
らこれといった刺激を受けた経験はまだないという回
答。 
・このような⼈がいるのかという印象。 
・知らないフィールドを知れた。 
ものづくり⼈
材 
刺激を受ける段階に⾄っていない。 
 
 
 
 
 
 
